
1955年

昭和30年１月１日に、旧苅田町、小波瀬村、白川村が合併して新しい苅田町が誕生
してから、来年１月で50周年を迎えます。来年は50周年記念イヤーとして様々なイベ
ントが検討されていますが、「広報かんだ」では、これから、先行企画として合併後50
年を写真で振り返る「写真が語る50年の軌跡」シリーズを開始します。

●
合併直後の1月4日、新町最初の議会が開かれました。合併後１年間は、旧町村の議

員が引き続き新町の議員となる合併特約により、議員定数56名（欠員2名）というマ
ンモス議会になりました。このため、役場の議場に入りきれず、当時馬場にあった苅田
中学校の講堂で開かれました。写真は9月議会最終日に撮影されたもので、このあと、
特約期間満了を待たずに総辞職し、選挙によって新定数26名の議会が誕生しました。

第１回

（昭和30年）
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かんだ の 

元気 
スポット 
元気 
産
・学
・官　

連携シリーズ

北
九
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院

北
九
州
保
育
福
祉
専
門
学
校

豊
か
な
自
然
に
包
ま
れ
た
校
舎
で
、

医
療
・
福
祉
・
保
育
が
連
携
し
た
教
育

苅
田
町
で
は
、
現
在
、
企
業
や
学
校
、
行
政
が
、

そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
や
人
材
を
生
か
す
た

め
に
協
力
し
合
お
う
と
、「
産
・
学
・
官
連
携
連
絡

会
議
」
を
結
成
し
て
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
こ
で
、「
広
報
か
ん
だ
」
で
は
、
行
政
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
元
気
な
企
業
や
学
校
、
各
種

団
体
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

「
工
業
・
港
湾
都
市
」
と
し
て
名
を
馳
せ

て
い
る
苅
田
町
で
す
が
、
一
方
で
京
築
随
一

の
「
学
園
都
市
」
で
も
あ
り
ま
す
。
西
日
本

工
業
大
学
、
北
九
州
保
育
福
祉
専
門
学
校
・

北
九
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
、
合
わ

せ
て
約
二
千
人
の
若
者
が
学
び
、「
苅
田
ラ

イ
フ
」
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
若
い
力
や
、
学
術
的
な
蓄
積
を

町
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
平

成
15
年
１
月
、
苅
田
町
産
・
学
・
官
連
携
連

絡
会
議
が
結
成
さ
れ
、「
学
校
」
と
行
政
、

企
業
の
交
流
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

●
　

西
日
本
工
業
大
学
に
つ
い
て
は
、
１
０
７

１
号
で
特
集
し
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
北
九

州
保
育
福
祉
専
門
学
校
・
北
九
州
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
（
戸
早
学
園
）
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。
特
に
昨
年
開
校
し
た
ば
か

り
の
北
九
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
を

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
み
ま
し
た
。

北
九
州
保
育
福
祉
専
門
学
校
の
前
身
で
あ

る
北
九
州
幼
児
教
員
養
成
所
が
開
校
し
た
の

は
昭
和
44
年
４
月
。
西
日
本
工
業
大
学
開
校

の
２
年
後
の
こ
と
で
す
。
昭
和
54
年
８
月
に

校
名
を
北
九
州
保
育
専
門
学
校
に
変
更
、
平

成
２
年
に
は
介
護
福
祉
科
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、
同
４
年
、
校
名
を
北
九
州
保
育
福
祉

専
門
学
校
に
変
え
、「
福
祉
」
部
門
の
人
材

育
成
を
開
始
し
ま
し
た
。
平
成
９
年
に
は
介

護
福
祉
専
攻
科
も
加
え
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昨
年
、
平
成
15
年
４
月
に
、
理

学
療
法
学
科
と
作
業
療
法
学
科
か
ら
な
る
北

九
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
が
開
校
し

ま
し
た
。

●

今
年
、
２
期
生
が
入
学
す
る
と
、
先
輩
・

後
輩
の
関
係
も
で
き
、
事
務
長
の
上
村
さ
ん

い
わ
く
「
よ
う
や
く
、
学
校
ら
し
く
な
り
ま

し
た
」。
２
年
生
に
な
る
と
、
専
門
的
な
実

習
も
本
格
化
し
、
学
生
に
も
活
気
が
で
て
き

ま
し
た
。

学
院
の
自
慢
は
、
５
階
建
て
校
舎
内
に
そ

ろ
っ
た
最
新
の
設
備
で
す
。
日
常
生
活
活
動

実
習
室
に
は
、
玄
関
、
台
所
、
浴
室
な
ど
を

備
え
た
実
際
と
同
じ
住
居
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
３
Ｄ
解
析
室
で
は
、
運
動
力
学
の
研
究

「
白
衣
」
を
着
て
の
講
義
。
気
持
ち
も
引
き
締
ま

り
ま
す
。

戸早学園
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「
動
作
学
」
の
演
習
風
景
。
お
互
い
に
「
寝
返
り
」
な
ど
の
動
作
を
細
か
く
観
察
し
ま
す
。
指
導
す
る
高

垣
志
保
先
生
は
「
異
常
を
発
見
す
る
た
め
に
は
、
正
常
な
動
作
を
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

の
た
め
、
６
台
の
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
使
っ
て

立
体
画
像
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
図
書
室
に
は
、
医
療
、
福
祉
、
保

育
に
関
す
る
専
門
書
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
設
備
を
使
っ
て
、
学
生
た
ち
は

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
な
ど
医
療
や
福

祉
・
介
護
の
第
一
線
で
働
く
日
を
目
指
し
て

学
ん
で
い
ま
す
。

文化
祭 ぐる

っと
 

めぐ
り 

美夜古祭 
青龍祭 

町民 
文化祭 

苅工祭 

文化
祭 

西日本工業大学 

北九州保育福祉専門学校 

苅田工業高校 

11.1

11.2～3

10.25～11.3

11.1～2

（学
園祭
） 

学校の中に「古墳」が・・・

学
園
祭
「
青
龍
祭
」
も

「
官
・
学
」
連
携
へ

北
九
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
校

舎
の
前
に
、
芝
生
に
覆
わ
れ
た
墳
丘
が
あ

り
ま
す
。こ
れ
は
岩
屋
古
墳
群
と
い
わ
れ
、

平
成
８
年
か
ら
10
年
に
か
け
て
町
教
育
委

員
会
が
重
要
史
跡
と
し
て
調
査
し
た
も
の

で
、
古
墳
時
代
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て

の
計
７
基
か
ら
な
る
墳
墓
群
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

戸
早
学
園
で
は
校
舎
建
設
に
当
た
っ

て
、「
貴
重
な
歴
史
遺
産
を
後
世
に
残
し

た
い
」
と
、
７
基
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る

方
墳
（
４
〜
５
世
紀
頃
築
造
）
を
保
存
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

戸
早
学
園
で
は
、
毎
年
11
月
初
旬
に
学

園
祭
を
開
い
て
い
ま
す
。
名
称
は
「
青
龍

祭
」。
地
元
の
国
指
定
天
然
記
念
物
「
青

龍
窟
」に
ち
な
ん
で
名
付
け
た
そ
う
で
す
。

な
お
、
産
・
学
・
官
連
携
連
絡
会
議
で

は
、同
時
期
に
行
わ
れ
る
町
民
文
化
祭
や
、

美
夜
古
祭
（
西
工
大
）、
苅
工
祭
（
苅
田

工
業
高
校
）
と
「
青
龍
祭
」
を
合
同
で
Ｐ

Ｒ
し
よ
う
と
、
昨
年
、
初
め
て
統
一
チ
ラ

シ
を
作
成
、
各
校
の
学
生
や
関
係
者
が
集

ま
っ
て
駅
前
な
ど
で
配
布
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
も
、「
連
携
」
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

合
同
チ
ラ
シ
の
表
紙
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IN
TE
R
V
IE
W

設
備
や
人
材
を
生
か
し
て

地
域
と
の
連
携
を
！

学
校
法
人
・
戸
早
学
園
理
事
長

理事
長 

インタ
ビュー

 

日
本
洞
窟
学
会
の

メ
イ
ン
会
場
に

ー
ー
北
九
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
を

開
設
し
た
意
図
は
？

昭
和
44
年
以
来
の
幼
児
教
育
機
関
と
し
て

の
ベ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
で
す
ね
。
平
成
９

年
に
北
九
州
保
育
福
祉
専
門
学
校
に
介
護
福

祉
専
攻
科
を
設
置
し
た
の
も
、
保
育
士
資
格

を
有
す
る
人
が
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
一
年

で
取
得
で
き
る
制
度
を
活
用
し
た
も
の
で
、

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
専
門
学
校
で
は
県
内
唯
一

で
す
。

北
九
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
を
開

設
し
た
の
も
、
保
育
、
福
祉
（
介
護
）、
医

療
（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）
は
３
点
セ
ッ

ト
で
あ
り
、
連
携
す
る
こ
と
で
効
果
が
上
が

る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
特
に
障
害
児
の
療

育
や
高
齢
者
の
介
護
予
防
に
つ
い
て
は
大
変

意
味
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

実
際
、
三
つ
の
現
場
を
連
携
さ
せ
る
こ
と

で
、
障
害
児
・
高
齢
者
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
の
研
究
や
医
療
・
福
祉
教
育
が
で
き
て

い
ま
す
ね
。

ー
ー
学
院
も
２
年
目
に
な
り
ま
し
た
が
、
い

か
が
で
す
か
？

学
生
を
見
て
い
る
と
、
素
朴
で
実
直
だ
と

思
い
ま
す
。「
人
の
お
世
話
を
し
た
い
」
と

い
う
思
い
で
集
ま
っ
て
き
た
人
た
ち
で
す
か

ら
、
思
い
や
り
が
あ
る
し
、
自
然
に
囲
ま
れ

て
生
活
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
と
げ
と

げ
し
さ
が
な
い
で
す
ね
。

学
生
の
平
均
年
齢
は
20
歳
で
す
が
、
30
歳

代
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
大
学
を
卒
業
し
て

か
ら
、
あ
る
い
は
会
社
を
辞
め
て
き
た
人
も

い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
一
般
の
大
学
と
違
っ

て
、
タ
テ
社
会
が
で
き
て
い
て
、
人
間
関
係

で
の
マ
ナ
ー
な
ど
、
社
会
に
出
て
か
ら
必
要

な
こ
と
も
学
べ
ま
す
ね
。

ー
ー
日
本
洞
窟
学
会
に
関
わ
る
な
ど
、
学
外

と
の
連
携
を
す
で
に
実
践
し
て
い
ま
す
ね
。

ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た
学
問
の
交
流
に
興
味

が
あ
り
ま
し
た
ね
。
日
本
洞
窟
学
会
の
開
催

の
お
手
伝
い
を
し
た
の
も
、
そ
う
し
た
思
い

か
ら
で
す
。
例
え
ば
、
洞
窟
学
に
必
須
の
ケ

ー
ビ
ン
グ
と
、
私
た
ち
が
研
究
し
て
い
る
動

作
学
と
の
連
携
な
ど
も
興
味
深
い
こ
と
で
す

ね
。ま

た
、
今
後
、
学
園
祭
な
ど
を
通
じ
て
、

地
域
に
学
校
を
開
放
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
他
所
で
は
な
か
な
か
見
ら
れ
な
い
設

備
を
体
験
し
て
も
ら
っ
て
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
ね
。

ー
ー
「
産
・
学
・
官
の
連
携
」
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
考
え
を
お
持
ち
で
す
か
？

例
え
ば
、
福
祉
住
宅
の
建
設
や
福
祉
車
両

の
製
造
を
考
え
る
と
、
西
工
大
が
機
械
を
設

計
す
る
技
術
を
、
企
業
が
建
設
・
製
造
を
、

私
た
ち
が
住
環
境
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

に
関
す
る
ソ
フ
ト
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
連

携
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

福
祉
事
業
と
の
連
携
で
も
、
パ
ン
ジ
ー
プ

ラ
ザ
や
N
P
O
の
事
業
に
対
し
、
私
た
ち
の

持
っ
て
い
る
技
術
や
経
験
を
提
供
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
、
地
元

の
医
療
や
福
祉
の
現
場
で
活
躍
す
る
優
秀
な

人
材
を
送
り
出
す
こ
と
が
最
大
の
連
携
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

戸
早
　
秀
暢
　
さ
ん

平
成
12
年
８
月
、
国
指
定
天
然
記
念

物
「
青
龍
窟
」
が
縁
で
、
苅
田
町
で
日

本
洞
窟
学
会
が
開
か
れ
、
海
外
や
全
国

各
地
か
ら
約
二
百
人
の
会
員
が
参
加
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
「
カ
ル
ス

ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
も
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

戸
早
学
園
で
は
、
校
舎
や
寮
を
研
究

者
の
展
示
発
表
会
場
や
宿
泊
施
設
と
し

て
、
さ
ら
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
会
場
と
し

て
提
供
し
ま
し
た
。
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在校生 
の 声 INTERVIEW

私は北九州市小倉北区から通
学していますが、学校は自然に
囲まれていて、とてものどかで
すね。
学生生活は楽しいです。私は

高校を卒業して、すぐに入学し
ましたが、違う年代の人達も多
く、自分とは違った考えなどを
たくさん聞くことができ、いつ
も参考になっています。
勉強以外では、クラスの友達

とバレーボールチームを作って
週3回、練習をしています。
将来は理学療法士の資格を取

ってスポーツ関係の仕事に関わ
っていきたいと思います。

苅田町は、海や山もあり、緑
も豊富です。また苅田山笠の祭
もある熱い町です。
学生生活は厳しいですね。し

かし私は13年間地元の企業で仕
事をしていたので、年齢層の幅
広いここでは、若い世代に自分
の経験を伝えることもできるし、
逆に自分が吸収することも多く、
そうした面では恵まれています。
私は社会人野球で肩やひじを

故障し、リハビリとは無縁では
ありませんでした。当面の目標
は理学療法士になることですが、
苅田町が医療や福祉でさらに発
展した町になっていけばと思い
ます。

学校の周りは自然がいっぱい
ですね。しかし、地元にはさと
うきび畑しかなく、田んぼを見
慣れてなかったので、とても新
鮮に感じました。
ボーリング場や映画館などが

あればいいですね。
学生生活はとても楽しいで

す。先生はみんなフレンドリー
だし、クラスは年代に幅がある
けど、ちゃんとまとまっていま
す。授業でのグループワークや、
寮生活が楽しいです。将来は患
者さんの身体、精神の両方をサ
ポートできるような作業療法士
になりたいと思います。

冨　ちひろ　さん
作業療法学科1年
鹿児島県出身

舛尾　信広　さん
理学療法学科2年
苅田町出身

瀬在丸　若菜　さん
理学療法学科1年
北九州市出身

鹿
児
島
県
か
ら
来
ま
し
た
。

授
業
も
寮
生
活
も
楽
し
い
で
す
。

会
社
員
か
ら
転
身
を
決
意
。

地
元
苅
田
町
は
熱
い
町
で
す
。

楽
し
い
学
生
生
活
で
す
。

将
来
は
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
仕
事
を
。

※「産・学・官連携連絡会議」に関するお問い合わせは、
役場町長公室総合政策課（TEL０９３・４３４・１８０９）へ。
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一票は　未来を動かす　第一歩 

選
挙
人
本
人
が
選
挙
期
日
前
で
も
投
票
用

紙
を
直
接
投
票
箱
に
投
票
で
き
ま
す
。

ま
た
、
選
挙
期
日
前
の
投
票
手
続
き
が
大

幅
に
簡
素
化
さ
れ
、
従
来
の
不
在
者
投
票
の

よ
う
に
、
投
票
用
紙
を
封
筒
に
入
れ
て
、
そ

れ
に
署
名
を
す
る
と
い
っ
た
手
続
き
が
不
要

に
な
り
、
投
票
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

期
日
前
投
票
制
度
の
あ
ら
ま
し

●
対
象
と
な
る
投
票
　
名
簿
登
録
地
の
市
区

町
村
で
行
う
投
票

●
投
票
期
間

選
挙
期
日
の
公
示
日
又
は
告
示
日
の
翌
日

か
ら
選
挙
期
日
の
前
日
ま
で

●
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
者

選
挙
期
日
に
、
仕
事
や
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
、

冠
婚
葬
祭
等
の
用
務
が
あ
る
な
ど
一
定
の
事

由
（
従
来
の
不
在
者
投
票
事
由
）
に
該
当
す

る
と
見
込
ま
れ
る
者

※
投
票
の
際
に
は
、
従
来
の
不
在
者
投
票
と

同
じ
く
、
宣
誓
書
に
列
記
さ
れ
て
い
る
一
定

の
事
由
（
従
来
の
不
在
者
投
票
事
由
に
同
じ
）

の
中
か
ら
、
自
分
が
該
当
す
る
も
の
を
選
択

し
ま
す
。

●
投
票
場
所

期
日
前
投
票
所

※
期
日
前
投
票
所
は
、
各
市
区
町
村
に
１

箇
所
以
上
設
け
ら
れ
ま
す
。（
苅
田
町
で
は
　
　

役
場
４
階
会
議
室
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
）

対
象
者
が
拡
大

郵
便
に
よ
る

不
在
者
投
票
で

さ
れ
ま
し
た

介
護
保
険
法
上
の
要
介
護
者
で
、
介
護
保

険
の
被
保
険
者
証
に
要
介
護
状
態
区
分
が
要

介
護
５
で
あ
る
者
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る

方
が
、
新
た
に
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
投
票
の
際
に
は
「
郵
便
等
投
票
証

明
書
」
が
必
ず
必
要
と
な
り
ま
す
。
事
前
に
、

選
挙
期
日
前
で
も
、

投
票
箱
に
直
接
投
票
で
き
ま
す

従
来
の
不
在
者
投
票
に
変
わ
っ
て

期
日
前
投
票
制
度

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

●
投
票
時
間
　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８

時
ま
で

従
来
の
不
在
者
投
票
は

ア
　
名
簿
登
録
地
の
市
区
町
村
に
お
け
る
不

在
者
投
票
は
、
原
則
期
日
前
投
票
に
移
行
し

ま
す
。

イ
　
名
簿
登
録
地
の
市
区
町
村
以
外
の
市
区

町
村
や
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
お
け
る

不
在
者
投
票
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
行

わ
れ
ま
す
が
、
投
票
開
始
日
が
「
選
挙
期
日

の
公
示
日
又
は
告
示
日
の
翌
日
」
に
変
更
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

近
く
、
第
20
回
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
今
回
の
選
挙
か
ら
、
投

票
の
し
く
み
が
一
部
変
わ
り
ま

す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

投
票
に
先
立
っ
て
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
を

証
明
す
る
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付

を
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
　
TEL
０
９

３
・
４
３
４
・
１
１
１
２
）
に
忘
れ
ず
に
申

請
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
選
挙
人
で
、
自
ら
投
票
の
記
載
を

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
し
て
定
め
ら

れ
た
次
の
（
１
）
又
は
（
２
）
に
該
当
す
る

方
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
区
町
村
の
選
挙
管
理

委
員
会
の
委
員
長
に
届
出
た
者
（
選
挙
権
を

有
す
る
者
に
限
る
。）
に
投
票
に
関
す
る
記

載
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

（
１
）
身
体
障
害
者
福
祉
法
上
の
身
体
障
害

者
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
に
上
肢
又
は
視
覚

の
障
害
の
程
度
が
１
級
で
あ
る
者
と
し
て
記

載
さ
れ
て
い
る
者

（
２
）
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
上
の
戦
傷
病

者
で
戦
傷
病
者
手
帳
に
上
肢
又
は
視
覚
の
障

害
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症
間
で

で
あ
る
者
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
者

代
理
記
載
の
方
法
に
よ
る
投
票
を
行
う
た

め
に
は
、
郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
申
請

に
加
え
て
、
あ
ら
か
じ
め
次
の
!
及
び
"
の

手
続
を
行
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
手
続
は
同
時
に
行
う
こ
と
が
可
能
で

す
。
ま
た
、
代
理
記
載
の
方
法
に
よ
る
投
票

手
続
は
#
の
と
お
り
で
す
。

代
理
記
載
制
度

郵
便
に
よ
る

不
在
者
投
票
で

が
創
設
さ
れ
ま
し
た

投票制度に対するお問い合わせは、選挙管理委員会事務局
（総務課内　TEL093・434・1112）へ。

１

２

３
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（
株
）
神
戸
製
鋼
所
、（
株
）
竹
中
土
木
九
州
支

店
、
阿
部
興
業
（
有
）、
日
本
磁
力
選
鉱
（
株
）

苅
田
工
場
、
苅
田
町
清
掃
事
業
協
同
組
合
、
京

都
歯
科
医
師
会
、
京
都
医
師
会
苅
田
部
会
、
浦

野
組
、
東
陶
エ
ン
プ
ラ
（
株
）、
苅
田
地
区
港

運
協
会
、（
有
）
誠
建
設
、
苅
田
町
官
工
事
協

同
組
合
、（
株
）
サ
ン
ト
ミ
、
苅
田
土
木
組
合
、

苅
田
町
商
業
協
同
組
合
、（
有
）
苅
田
衛
生
社
、

（
有
）
苅
田
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
、
苅
田
地
区

建
設
事
業
協
同
組
合
、
苅
田
総
合
建
設
協
同
組

合
、
三
協
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、（
株
）
福
岡
銀
行

苅
田
支
店
、
苅
田
誠
勝
会
、（
株
）
サ
ン
リ
ブ

エ
ル
苅
田
、
宇
部
興
産
（
株
）
苅
田
セ
メ
ン
ト

工
場
、
麻
生
セ
メ
ン
ト
（
株
）
苅
田
工
場
、
福

岡
ひ
び
き
信
用
金
庫
苅
田
支
店
、
九
州
電
力

（
株
）
苅
田
発
電
所
、
日
産
自
動
車
（
株
）
九

州
工
場
、（
株
）
西
日
本
銀
行
苅
田
支
店
、（
株
）

福
岡
シ
テ
ィ
銀
行
苅
田
支
店
、
日
立
金
属
（
株
）

九
州
工
場
、
福
島
海
運
（
株
）、
三
菱
マ
テ
リ

ア
ル
（
株
）
九
州
工
場
、（
財
）
福
岡
土
地
区

画
整
理
協
会
、
九
州
労
働
金
庫
苅
田
支
店
、
九

州
ホ
イ
ー
ル
工
業
（
株
）、
古
谷
建
築
（
有
）、

平
和
自
動
車
工
業
（
株
）、
豊
鋼
材
工
業
（
株
）

苅
田
事
業
所
、
京
都
ホ
テ
ル
、
五
洋
建
設
（
株
）

苅
田
工
事
事
務
所
、
苅
田
学
園
、
若
築
建
設

（
株
）
苅
田
工
事
事
務
所
、
清
流
建
設
（
株
）、

大
池
組
（
株
）
苅
田
支
店
、（
株
）
牧
運
輸
、

桂
口
精
肉
店
、
ミ
ラ
・
モ
ー
レ
ゆ
く
は
し
京
都

酪
農
会
館
、
東
亜
建
設
技
術
（
株
）、（
株
）
コ

ン
ス
テ
ッ
ク
、
柿
本
建
設
（
株
）、（
有
）
江
副

水
産
　
天
龍
、（
株
）
ダ
イ
ワ
、（
株
）
純
友
、

六
興
建
設
（
有
）、
岡
崎
興
産
（
有
）、
協
同
組

合
苅
田
建
設
協
力
会
、
苅
田
鉄
工
協
同
組
合
、

福
岡
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
北
九
州
支
部
苅
田
部

会
、（
有
）
三
ツ
星
警
備
保
障
、（
株
）
日
産
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
サ
ー
ビ
ス
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

苅
田
桜
ヶ
丘
店
、
藤
原
石
材
工
業
所
、（
株
）

ア
イ
・
ケ
イ
・
エ
ス
、（
株
）
パ
ス
コ
、
九
州

急
行
フ
ェ
リ
ー
（
株
）
九
州
支
店
、
福
岡
リ
コ

ー
（
株
）
苅
田
営
業
所
、
日
栄
紙
工
社
（
資
）

苅
田
工
場
、
苅
田
町
高
令
者
事
業
団
、（
株
）

日
立
物
流
北
九
州
営
業
所
、（
株
）
九
州
鉄
鋼

セ
ン
タ
ー
、（
株
）
井
筒
屋
、（
株
）
日
章
、
東

洋
鉄
球
（
株
）
苅
田
工
場
、（
株
）
バ
ン
テ
ッ

ク
九
州
物
流
本
部
、
Ｊ
Ｒ
九
州
行
橋
駅
、
か
ん

だ
安
全
タ
ク
シ
ー
（
有
）、
Ｊ
Ｒ
九
州
ジ
ョ
イ

ロ
ー
ド
北
九
州
旅
行
支
店
、
北
九
州
エ
ア
ー
タ

ー
ミ
ナ
ル
（
株
）、
ア
ジ
ア
エ
ン
ヂ
ニ
ア
リ
ン

グ
（
株
）、（
株
）
新
和
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
自

治
労
苅
田
町
職
員
労
働
組
合
、
日
本
機
設
（
株
）

苅
田
工
場
、（
株
）
村
上
建
設
総
合
生
コ
ン
苅

田
工
場
、（
有
）
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
千
成
、
柏

木
興
産
（
株
）、
佐
伯
建
設
工
業
（
株
）
九
州

支
店
北
九
州
営
業
所
、
興
志
建
設
（
株
）、
中

村
産
業
（
株
）、（
株
）
九
州
ダ
イ
フ
ク
、
興
和

商
事
（
株
）、
菊
竹
産
業
（
株
）
苅
田
支
店
、

（
有
）
徳
野
商
店
、（
株
）
シ
テ
ィ
プ
ラ
ン
、
Ｊ

Ａ
福
岡
み
や
こ
農
業
協
同
組
合
、
ヤ
ク
ル
ト
販

売
苅
田
営
業
所
、
苅
田
町
漁
業
協
同
組
合
、
苅

田
町
電
設
協
力
会
、
三
原
建
設
（
株
）
ス
チ
ー

ル
事
業
部
、
佐
川
急
便
（
株
）、
石
井
産
業

（
株
）
苅
田
支
店
、
ホ
ー
ム
プ
ラ
ザ
ナ
フ
コ
苅

田
店
、
苅
田
商
工
会
議
所

ご
協
賛
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

福祉活動に役立ててください。
かんだ港まつりの収益金を寄付

5月31日、苅田町心身障害者協同作業所「くすのき作
業所」へ苅田町漁業協同組合（藤本哲郎組合長）、苅田
町漁協婦人部夕市グループ「かもめ会」より、かんだ港
まつりでの海鮮鍋などの収益金が寄付されました。藤本
組合長は、「この収益金がくすのき作業所、また福祉活
動に少しでも役立てばと思います。今後も住民の方に地
域漁業活動を少しでも理解してもらえるような活動をし
ていきたいと思います。」と話していました。かもめ会
では、毎週金曜日苅田駅前で午後3時より水産物加工品
の販売を行っています。また魚市場では毎朝7時30分よ
りセリを行っていますので、一般の方も活気ある魚市場
の雰囲気を体験してみてください。

第
26
回
か
ん
だ
港
ま
つ
り
協
賛
企
業
・
団
体
の
紹
介
（
順
不
同
）
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◎
ル
ー
ル
違
反
す
る
と
…

苅
田
町
で
は
ご
み
の
収
集
を
6
分

別
に
て
行
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
適
正
に
処
理

す
る
た
め
必
要
な
こ
と
で
、
み
な
さ

ん
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
ご
み
の
分
別

が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
（
収
集
し
な

い
ご
み
を
含
む
）
や
ご
み
出
し
日
が

守
ら
れ
て
い
な
い
た
め
収
集
さ
れ
な

い
ま
ま
ご
み
集
積
所
に
取
り
残
さ
れ

た
ま
ま
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の

た
め
集
積
所
は
、
収
集
日
が
異
な
る

ご
み
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
収
集
す

る
際
、
ご
み
の
山
か
ら
選
別
し
て
収

集
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
時
間
と
手

間
が
か
か
り
、
収
集
時
間
が
遅
く
な

り
、
又
ご
み
が
集
積
所
に
長
く
置
か

れ
た
ま
ま
に
な
り
ま
す
の
で
結
果
的

に
多
く
の
住
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
迷

惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。こ

の
よ
う
に
収
集
す
る
側
か
ら
見

て
も
迷
惑
で
す
が
、
付
近
住
民
の
み

な
さ
ん
方
に
も
大
変
な
迷
惑
を
か
け

て
い
ま
す
。

◎
分
別
や
ご
み
出
し
日
を
守

っ
て
く
だ
さ
い
！

ル
ー
ル
違
反
ご
み
の
ほ
と
ん
ど
は

分
別
や
ご
み
出
し
日
を
守
ら
れ
て
い

な
い
た
め
発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に

大
型
ご
み
は
、
ご
み
出
し
日
を
間
違

え
る
と
１
か
月
間
収
集
さ
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

ご
み
の
分
別
と
ご
み
出
し
日
を
必
ず

守
る
と
と
も
に
次
の
こ
と
も
お
願
い

し
ま
す
。

・
ご
み
の
収
集
は
朝
の
7
時
30
分
か

ら
行
い
ま
す
の
で
、
収
集
し
た
後
に

出
さ
な
い
。

・
ご
み
は
決
め
ら
れ
た
集
積
所
へ
出

し
、
通
勤
等
の
途
中
で
他
の
集
積
所

へ
出
さ
な
い
。

◎
ご
み
集
積
所
の
管
理
は
利

用
者
で
！

ご
み
集
積
所
は
設
置
者
で
あ
る
自

治
会
等
の
利
用
し
て
い
る
地
域
の
皆

さ
ん
が
管
理
者
と
な
っ
て
環
境
美
化

に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

地
域
に
よ
っ
て
は
利
用
す
る
方
々

で
ご
み
集
積
所
を
順
番
に
清
掃
や
不

法
投
棄
防
止
の
た
め
の
監
視
活
動
を

行
う
な
ど
、
自
分
た
ち
が
利
用
す
る

ご
み
集
積
所
を
自
分
た
ち
の
手
で
清

潔
に
保
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
一
方
で
は
、
管
理
が
行

き
届
い
て
い
な
い
た
め
ご
み
が
散
乱

し
て
い
る
集
積
所
も
あ
り
ま
す
。

集
積
所
に
不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み

の
大
半
は
捨
て
る
人
の
モ
ラ
ル
に
問

題
が
あ
り
ま
す
が
、
常
時
集
積
所
に

ご
み
が
散
乱
し
て
い
る
こ
と
も
不
法

投
棄
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
地
域
に

住
む
方
々
が
、
自
分
た
ち
の
地
域
環

境
を
良
く
し
よ
う
と
互
い
が
協
力
し

合
い
、
常
に
集
積
所
を
き
れ
い
に
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
取
り
残
し
を
な

く
す
こ
と
も
不
法
投
棄
防
止
に
つ
な

が
り
ま
す
。

◎
自
己
責
任
で
！

自
分
が
出
す
ご
み
に
は
責
任
を
持

ち
、
収
集
さ
れ
る
ま
で
は
、
ご
み
の

所
有
者
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
持
っ

て
く
だ
さ
い
。

「
少
し
ぐ
ら
い
は
…
」
と
思
っ
て
も
、

他
の
方
に
迷
惑
を
か
け
ま
す
。

循
環
型
社
会
の
形
成
及
び
環
境
美

化
の
観
点
か
ら
見
て
も
、
ご
み
問
題

は
避
け
て
は
通
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
こ

と
に
住
民
の
皆
さ
ん
も
関
心
を
も
っ

て
い
た
だ
き
、
美
し
く
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。そ

の
た
め
に
も
“
ご
み
出
し
ル
ー

ル
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
”

★
問
い
合
わ
せ
先
　

　
役
場
環
境
保
全
課

　
TEL
0
9
3
・
4
3
4
・
1
8
3
4

守
っ
て
ま
す
か
？
ご
み
出
し
ル
ー
ル
！

「
ご
み
出
し
ル
ー
ル
と
ご
み
集
積
所
の
管
理
に
つ
い
て
」

環境 
ま　　ち　 

ごみに関するお問い合わせは 
役場環境保全課まで 
TEL０９３・４３４・１８３４ 
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第
2
回
苅
田
町
ア
ジ
ャ
タ
大

会
参
加
チ
ー
ム
募
集

皆
で
楽
し
く
玉
入
れ
を
し
よ
う
！！

ア
ジ
ャ
タ
と
は
、
玉
入
れ
競
技
で
す

が
、
従
来
の
玉
入
れ
と
は
少
し
異
な

り
、
1
0
0
個
の
玉
を
い
か
に
早
く

入
れ
る
か
を
競
う
誰
に
で
も
で
き
る

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
各
職
場
、

仲
よ
し
グ
ル
ー
プ
等
で
チ
ー
ム
を
つ

く
り
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

※
当
日
参
加
は
オ
ー
プ
ン
の
み
と
な

り
ま
す
。

☆
日
時
　
7
月
4
日
（
日
）

午
前
9
時
　
開
会
式

☆
場
所
　
苅
田
町
総
合
体
育
館

☆
チ
ー
ム
　
　

・
一
般
の
部
　
１
チ
ー
ム
6
名
（
男

女
問
わ
ず
）
4
・
12
ｍ

・
シ
ル
バ
ー
の
部
　
１
チ
ー
ム
6
名

（
60
歳
以
上
男
女
問
わ
ず
）
3
・
50
ｍ

・
小
学
生
の
部
　
１
チ
ー
ム
6
名

（
小
学
生
男
女
問
わ
ず
）
3
・
50
ｍ

・
チ
ャ
イ
ル
ド
の
部
　
１
チ
ー
ム
6

名
（
小
学
校
3
年
生
以
下
男
女
問
わ

ず
）

2
・
60
ｍ
（
50
個
）

・
親
子
の
部
　
１
チ
ー
ム
6
名
（
大

人
2
人
子
供
4
人
）
3
・
50
ｍ

☆
申
込
方
法
　
6
月
29
日
（
火
）
午

後
5
時
ま
で
に
苅
田
町
体
育
指
導
委

員
事
務
局
（
総
合
体
育
館
内
）
ま
で

参
加
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
必
着
の
こ
と
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
も
可
。

☆
表
彰
　
各
部
門
1
位
〜
2
位
　

☆
苅
田
町
記
録
　

・
一
般
の
部
　
38
秒
26

プ
リ
プ
リ
Ａ

・
シ
ル
バ
ー
の
部
　
１
分
12
秒

与
原
デ
ィ
ジ
ィ
ー
ズ

・
小
学
生
の
部
　
46
秒
53

白
川
キ
ッ
ズ

・
チ
ャ
イ
ル
ド
の
部
　
１
分
15
秒
62

白
川
ボ
ー
イ
ズ

・
親
子
の
部
　
１
分
06
秒
　
片
島
Ａ

※
挑
戦
チ
ー
ム
を
待
っ
て
い
ま
す
。

☆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

体
育
指
導
委
員
事
務
局
（
〒
8
0
0

ー
0
3
1
2

苅
田
町
殿
川
町
１
ー

30

苅
田
町
総
合
体
育
館
内)

TEL
0
9
3
・
4
3
4
・
2
4
9
3

FAX
0
9
3
・
4
3
4
・
3
2
8
7

苅
田
町

春
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

☆
実
施
日
時
　
5
月
23
日
（
日
）

☆
会
場
　
苅
田
町
総
合
体
育
館

☆
主
催
　
苅
田
町
体
育
協
会

【
ダ
ブ
ル
ス
】

○
一
般
男
子
　

Ａ
級
①
富
村
道
徳
（
日
産
）
牟
田
和

恵
（
リ
ト
ル
デ
ビ
ル
）
②
興
梠
智
幸

（
日
産
）
定
村
千
鶴
（
リ
ト
ル
デ
ビ

ル
）

Ｂ
級
①
松
尾
孝
幸
（
日
産
）
竹
田
透

（
小
倉
工
業
高
校
）
②
田
村
賢
一

郎
・
堤
幸
三
（
宇
部
興
産
）

Ｃ
級
①
堀
慶
太
・
青
木
幸
一
（
ペ
イ

ン
ト
ク
ラ
ブ
）
②
小
倉
良
一
・
吉
ヶ

江
茂
（
ペ
イ
ン
ト
ク
ラ
ブ
）

Ｄ
級
①
高
城
浩
二
・
岡
田
豊
宏
（
苅

田
町
役
場
）

○
一
般
女
子
　

Ａ
級
①
定
村
千
鶴
・
牟
田
和
恵
（
リ

ト
ル
デ
ビ
ル
）

○
マ
マ
さ
ん
　

Ａ
級
①
橋
本
い
つ
子
・
柳
本
友
子

（
ス
マ
ッ
シ
ュ
）
②
城
井
京
子
・
堤

真
理
（
Ｕ
Ｍ
Ｃ
）

Ｃ
級
①
渡
辺
凌
子
・
出
口
久
美
（
ス

マ
ッ
シ
ュ
）
②
宮
下
美
代
子
・
西
野

久
恵
（
苅
田
町
役
場
）

Ｄ
級
①
堀
真
由
美
・
青
木
由
美
子

（
ペ
イ
ン
ト
ク
ラ
ブ
）
②
林
礼
子
・

宮
崎
陽
子
（
Ｕ
Ｍ
Ｃ
）

【
シ
ン
グ
ル
ス
】

○
一
般
男
子
　

Ａ
級
①
富
村
道
徳
（
日
産
）
②
興
梠

智
幸
（
日
産
）

Ｂ
級
①
松
尾
孝
幸
（
日
産
）
②
堤
幸

三
（
宇
部
興
産
）

Ｃ
級
①
竹
田
透
（
小
倉
工
業
高
校
）

②
中
山
剛
（
苅
田
町
役
場
）

○
一
般
女
子
　

Ａ
級
①
牟
田
和
恵（
リ
ト
ル
デ
ビ
ル
）

②
定
村
千
鶴
（
リ
ト
ル
デ
ビ
ル
）

Ｂ
級
①
堤
真
理
（
Ｕ
Ｍ
Ｃ
）
②
城
井

ま
ゆ
み
（
苅
田
町
役
場
）

Ｄ
級
①
城
井
え
り
な
（
Ｕ
Ｍ
Ｃ
）

第
30
回
苅
田
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
囲
碁
将
棋
大
会

☆
実
施
日
時
　
5
月
14
日
（
金
）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

☆
場
所
　
苅
田
町
総
合
福
祉
会
館

☆
参
加
人
員
　
囲
碁
84
人
　

将
棋
16
人

（
囲
碁
の
部
）

1
組
　
①
江
頭
芳
雄（
七
段
・
本
町
）

②
坂
本
秋
男
（
四
段
・
今
古
賀
）
③

藤
本
喬
（
六
段
・
二
崎
）
④
竹
中
一

美
（
五
段
・
南
原
）

2
組
　
①
上
原
利
美
（
三
段
・
尾
倉

第
一
）
②
柴
田
清
道
（
四
段
・
百
合

ヶ
丘
）
③
矢
富
英
彦
（
四
段
・
集
）

④
柿
本
淳
（
四
段
・
幸
町
）

3
組
　
①
麦
田
宗
久（
二
段
・
松
原
）

②
森
浅
太
郎
（
二
段
・
西
町
）
③
大

畠
昇
（
初
段
・
馬
場
）
④
小
寺
尊
男

（
二
段
・
雨
窪
）

4
組
　
①
案
部
克
彦（
1
級
・
白
石
）

②
松
本
孝
一
（
1
級
・
中
町
）
③
宮

崎
三
喜
夫
（
初
段
・
尾
倉
第
二
）
④

春
本
十
三
日
（
1
級
・
馬
場
）

5
組
　
①
吉
村
清
二（
2
級
・
松
原
）

②
下
茂
輝
祉
（
2
級
・
緑
ヶ
丘
）
③

丸
尾
和
子
（
2
級
・
尾
倉
第
二
）
④

木
元
十
代
士
（
3
級
・
与
原
下
）

6
組
　
①
西
山
秀
雄
（
3
級
・
小
波

瀬
）
②
森
田
四
郎
平
（
4
級
・
与
原

上
）
③
樫
本
久
生
（
6
級
・
新
津
）

④
越
智
正
範
（
6
級
・
長
畑
）

（
将
棋
の
部
）

1
組
　
①
出
利
葉
英
雄
（
今
古
賀
）

②
比
恵
島
祥
三
（
今
古
賀
）

2
組
　
①
原
田
久
男
（
提
）
②
村
上

欣
一
郎
（
上
片
島
）

SPORTS
スポーツ 

情報 

大会
結果
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申込・問い合わせ 093・434・9000 
 ※定員になり次第締め切ります。 

北公民館 
申込・問い合わせ 093・436・0061 

※定員になり次第締め切ります。 

中央公民館 

申込・問い合わせ 0930・23・8100 
 ※定員になり次第締め切ります。 

西部公民館 

※6月14日（月）から受付開始

手打ちうどん講座　※二日とも参加できる方
★日時　7月16日（金） 午後7時～9時30分

17日（土） 午前9時～午後1時
★講師　小田本清治　さん
★定員　15人
★材料代　500円（前納）
★持参品　菜切り包丁､ふきん、空き箱（40×30位）、
ビニール袋大2枚、エプロン、筆記用具

夏休み親子陶芸教室
※2日とも参加できる方で、AコースかBコースを選ん
で申し込んで下さい。
○Aコース　①7月21日（水）午前9時～12時

②8月11日（水）午後1時～4時
○Bコース　①7月21日（水）午前9時～12時

②8月19日（木）午後1時～4時
★講師　古賀賢治さん（唐津焼・古賢窯）
★定員　　親子15組
★材料代　500円（1人分）前納
★持参品　ビニール袋大2枚、エプロン、タオル、筆
記用具

小学生ハーモニカ教室
小学唱歌・童謡をハーモニカでたのしみませんか！
★日時　7月10日から毎月　第2・第4土曜日

午後2時～3時（全10回）
★講師　日野　宏さん
★定員　20人
★道具代　ハーモニカ（複音Ｃ調）3500円・譜面台
1200円（お持ちの方は練習日に持参して下さい）
★持参品　　筆記用具

※6月15日（火）から受付開始

手軽にできる料理講座
料理を楽しく。デザートも作ります。
★日時　7月7日（水）から7・8・9月の第1・3水曜
日　午後2時～午後4時（全6回）
★講師　神山　洋子さん　　　　　　
★定員　15人
★材料費　4000円（6回分）前納
★持参品　エプロン、筆記用具
※「そば打ち講座」は引き続き募集しています。詳細
は前号（4ページ）をご覧ください。

※6月15日（火）から受付開始

四季のガーデニング
★学習日　7月　1日（木）夏　

9月　9日（木）秋
11月18日（木）冬（クリスマス用）
12月16日（木）冬（正月用）
2月（未定）春　
いづれも午前10時～12時（全5回）

★講師　金崎浩平さん（平田ナーセリー）
★材料代　１回　2000円　
※申し込み時に初回分前納、以後次回分前納
★持参品　手袋・エプロン・筆記用具・持
ち帰り用に大きな袋か段ボール
★定員　20人

へ 
行こう 公民館 

申込・問い合わせは直接、各公民館へ 
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健
康
と
食
生
活
を
考
え
る
県
民
運
動

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
歌
詞
募
集

県
で
は
、県
産
米
の
消
費
拡
大
を
図
る
た
め
、

毎
月
8
日
を
「
ご
は
ん
食
の
日
」
と
設
定
し
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
る
ご
は
ん
食
を
推
進
す

る
県
民
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。「
ご
は
ん

食
と
健
康
」
を
テ
ー
マ
に
歌
詞
を
募
集
し
て
い

ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

★
応
募
内
容
　
県
産
米
「
夢
つ
く
し
」「
つ
く

し
ろ
ま
ん
」
の
お
い
し
さ
が
伝
わ
り
、
ご
は
ん

食
に
よ
り
健
康
な
食
生
活
を
応
援
す
る
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
親
し
ま
れ
る
歌
詞
を
募
集
。

★
応
募
方
法
　
封
書
に
、
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
明
記
。
4

0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙
を
使
用
し
、
三
番
ま
で

歌
詞
に
ま
と
め
、
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。（
字
数
制
限
な
し
）

★
応
募
締
切
　
6
月
30
日
（
水
）
必
着

★
入
賞
者
　
1
名

※
賞
金
20
万
円
と
副
賞
「
夢
つ
く
し
」「
つ
く

し
ろ
ま
ん
」
各
30
㎏
贈
呈
。
入
賞
者
及
び
歌
詞

は
11
月
頃
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
発
表
予
定
。

★
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
　

福
岡
県
農
政
部
農
業
振
興
課
（
〒
8
1
2
ー
8

5
7
7

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
ー
7
）

TEL
0
9
2
・
6
4
3
・
3
4
7
2

松
の
芽
（
み
ど
り
）
摘
み
講
習
会

★
期
日
　
6
月
19
日
（
土
）
雨
天
の
場
合
　

6
月
26
日
（
土
）
に
順
延

★
時
間
　
午
前
9
時
〜
11
時

★
場
所
　
富
久
公
園
（
苅
田
町
立
図
書
館
前
）

★
募
集
人
員
　
40
人
（
先
着
順
）

★
会
費
　
無
料

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
大
募
集

家
庭
で
出
来
る
国
際
交
流
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
ま
せ
ん
か
！

毎
年
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
約
40
の
国
と
地
域

か
ら
約
3
5
0
人
の
子
ど
も
達
が
福
岡
に
や
っ

て
き
ま
す
。
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
を
ご
家
庭
に

迎
え
て
く
れ
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
大
募
集

し
ま
す
。

★
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
期
間
　

7
月
19
日
（
月
）
〜
26
日
（
月
）

※
飛
行
機
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
よ
り
変
更
に
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

★
募
集
家
庭
総
数
　
最
大
7
家
庭

★
応
募
方
法
　
ま
ず
は
、
申
込
先
に
お
電
話
く

だ
さ
い
。「
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
申
込
書
」
を

お
送
り
し
ま
す
。

★
応
募
締
切
　
6
月
25
日
（
金
）
必
着

★
決
定
　
6
月
末
ま
で
に
全
員
へ
ご
連
絡
し
ま
す
。

★
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　

社
団
法
人
　
美
夜
古
青
年
会
議
所
事
務
局

（
〒
8
2
4
ー
0
0
0
5

行
橋
市
中
央
1
ー

9
ー
50

行
橋
商
工
会
議
所
別
館
2
階
）

TEL
0
9
3
0
・
2
2
・
9
3
5
1

★
申
込
締
切
日
　
6
月
16
日
（
水
）

★
持
参
す
る
も
の
　
剪
定
（
芽
摘
み
用
）
は
さ

み
・
タ
オ
ル
・
筆
記
用
具

★
服
装
　
作
業
の
で
き
る
服
装

★
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　

苅
田
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

TEL
0
9
3
・
4
3
5
・
3
2
2
1

FAX
0
9
3
・
4
3
5
・
3
2
2
2

北
九
州
ミ
ズ
21
委
員
会

第
9
期
委
員
募
集

★
募
集
期
間
　
6
月
24
日
（
木
）
ま
で

★
募
集
人
員
　
約
20
人

★
選
考
方
法
　
公
募
に
よ
る

一
次：

作
文
　
二
次：

面
接

★
研
究
テ
ー
マ
　

「
お
役
所
仕
事
改
善
プ
ラ
ン
21
」

★
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　

北
九
州
市
企
画
政
策
室
企
画
政
策
課

TEL
0
9
3
・
5
8
2
・
2
1
5
3

FAX
0
9
3
・
5
8
2
・
2
1
7
6

苅田町地域コミュニティ活性化支援事業

補助金交付審査委員
を募集します

苅田町では、平成16年度より、「自分たちの地域は

自分たちでつくる」ことを目的に自主的にコミュニテ

ィ活性化委員会を設立し、活動する団体に対し補助金

を交付する制度を設けました。

この地域コミュニティ活性化支援事業補助金交付の

審査をしていただく委員を募集します。

★募集人数　6人

★報酬　　無償

★資格　　苅田町内在職、在住、在学

★任期　2年

★締切　7月2日（金）

★提出書類　住所・氏名・年齢・電話番号を記入して

あなたが抱く地域づくりの夢や地域の活性化等につい

て原稿用紙800字以内で提出して下さい。（FAX・メ

ール可）

★申込・問い合わせ先　総合政策課まちづくり係（役

場4階）（〒800ー0392 苅田町富久町1丁目19ー1）

TEL093・434・1809 FAX093・436・3014
Eーmail  sogoseisaku@town.kanda.lg.jp

農業所得の収支計算会
説明会開催のお知らせ

農業所得の収支計算説明会を次の
とおり開催します。
★開催日　6月28日（月）
午後2時～
★開催場所　行橋市中央公民館
（行橋市大橋１ー9ー26）
★対象者　水稲、麦及び大豆のみを
栽培している農家の方（白色申告の
方）
※筆記用具及び計算器具を持参して
ください。農業に関する「収入金額
が分かる書類」・「必要経費の領収
書等」は必ず保管してください。

★問い合わせ先
行橋税務署個人課税第一部門　　　　
TEL0930・23・0582
苅田町役場総務部税務課町民税係　　
TEL093・434・１１１5
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ふ
れ
あ
い
地
引
き
網

体
験
参
加
者
募
集

★
日
時
　
6
月
20
日
（
日
）

午
前
8
時
30
分
受
付(

現
地)

★
場
所
　
白
石
海
岸
（
小
雨
決
行
）

★
対
象
者
　
小
学
生
（
親
子
歓
迎
）

★
定
員
　
親
子
含
め
て
1
0
0
名
程
度

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

★
申
込
締
切
日
　
6
月
15
日(

火)

★
参
加
費
　
子
ど
も
・
大
人
ひ
と
り
3
0
0
円

（
保
険
、
地
引
き
網
諸
経
費
他
）

★
も
っ
て
く
る
も
の
　
　

お
茶
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、
雨
靴
ま
た
は
靴

★
主
催
　
苅
田
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

苅
田
町
漁
業
協
同
組
合

★
問
い
合
わ
せ
先
　
町
民
会
議
事
務
局

TEL
・
FAX
0
9
3
・
4
3
4
・
9
8
3
8

福
岡
県
下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

★
試
験
日
　
10
月
17
日
（
日
）

★
申
込
機
関
　

7
月
5
日
（
月
）
〜
7
月
16
日
（
金
）

★
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
苅
田
町
下
水
道
課

TEL
0
9
3
・
4
3
4
・
1
8
2
9

福
岡
県
警
察
官
採
用
試
験

★
試
験
の
種
類
・
採
用
予
定
人
員
　
警
察
官
Ａ

（
第
2
回
）
男
性
　
約
1
8
0
人
・
警
察
官
Ａ

女
性
　
約
35
人

★
受
付
期
間
　
6
月
14
日
（
月
）
ま
で

★
第
１
次
試
験
日
　
7
月
11
日
（
日
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
6
月
14
日
の
消
印
ま
で
受

け
付
け
ま
す
。

★
試
験
会
場
　
九
州
産
業
大
学

※
受
験
資
格
等
、
詳
し
く
は
左
記
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

★
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
福
岡
県
警
察
本
部

警
務
課
採
用
セ
ン
タ
ー
（
〒
8
1
2
ー
8
5
7

6

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
番
7
号
）

TEL
0
9
2
・
6
2
2
・
0
7
0
0

税
務
職
員
募
集

（
国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
）

★
受
験
資
格
　
昭
和
59
年
4
月
2
日
〜
昭
和
62

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
者

★
試
験
の
程
度
　
高
等
学
校
卒
業
程
度

★
受
付
期
間
　

6
月
22
日
（
火
）
〜
6
月
29
日
（
火
）

★
申
込
先
　

希
望
す
る
受
験
地
の
人
事
院
地
方
事
務
局（
所
）

★
第
1
次
試
験
日
　
9
月
5
日
（
日
）

★
第
2
次
試
験
日
　
10
月
14
日
（
木
）
〜
21
日

（
木
）
の
う
ち
指
定
す
る
日

★
問
い
合
わ
せ
先
　
行
橋
税
務
署
　

TEL
0
9
3
0
・
2
3
・
0
5
8
0

福
岡
国
税
局
人
事
第
二
課
　

TEL
0
9
2
・
4
1
1
・
0
0
3
1

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦

・
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
皆
様
へ

先
の
大
戦
で
戦
地
等
に
派
遣
さ
れ
戦
時
衛
生

勤
務
に
服
し
た
方
々
に
対
し
て
、
そ
の
御
労
苦

に
報
い
る
た
め
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈

呈
し
て
お
り
ま
す
。
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

①
慰
労
給
付
金
又
は
普
通
恩
給
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方

②
ご
遺
族
の
方

★
請
求
期
限
　
平
成
17
年
3
月
31
日
ま
で

★
請
求
書
類
の
送
付
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室
　
業
務
担
当
（
〒
１

0
0
ー
8
9
2
6

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関

2
ー
１
ー
2

中
央
合
同
庁
舎
2
号
館
8
F
）

TEL
0
3
・
5
2
5
3
・
5
1
8
2

※
請
求
用
紙
は
、
健
康
福
祉
課
の
窓
口
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

TEL
0
9
3
・
4
3
4
・
1
8
4
8

豊
前
地
区
職
業
訓
練
協
会
講
座

★
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習
、
第
二
種
電
気
工
事
士

（
実
技
）、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
入
門
、
エ
ク
セ
ル
活

用
、
ワ
ー
ド
応
用
、
車
両
系
建
設
機
械
運
転
技

能
講
習
、
介
護
支
援
専
門
員
受
験
対
策
、
調
理

師
受
験
対
策

★
問
い
合
わ
せ
先
　
豊
前
地
区
職
業
訓
練
協
会

TEL
0
9
7
9
・
8
2
・
1
5
1
1

新北九州空港
船上見学会
参加者募集

平成17年度3月開港を控えた新北九州空港見学会
の参加者を募集いたします。
★開催場所　7月17日（土）
午前10時集合　午後１時解散
★集合場所　北九州市門司区　門司港地区（参加者
には別途詳細通知）
★募集定員　150人

（申込者多数の場合は抽選）
★申込方法　往復はがき（１枚5人まで）に代表者
の住所･氏名･年齢･電話番号及び参加者全員の氏名を
記載して申し込みください。
※未成年者のみでの参加は不可
★申込締切　6月25日（必着）
★申込先　北九州市港湾局新空港開港準備室「船上
見学会」係（〒803ー8501 北九州市小倉北区城
内１ー１）
★問い合わせ先　
新北九州空港建設促進期成会事務局
（北九州市港湾局新空港開港準備室内）
TEL093・582・2308
FAX093・582・0181
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親
と
子
の
な
や
み
相
談
窓
口

悩
み
を
持
つ
青
少
年
た
ち
、
子
育
て
に
悩
ん

で
い
る
保
護
者
の
方
、
ま
ず
は
一
度
電
話
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

★
日
時
　
6
月
28
日
（
月
）
・
29
日
（
火
）

★
会
場
　
北
九
州
市
子
ど
も
総
合
セ
ン
タ
ー

か
な
だ
少
年
支
援
室
（
北
九
州
市
小
倉
北
区
田

町
14
番
24
号
）
金
田
バ
ス
停
す
ぐ
そ
ば

★
相
談
電
話
番
号
　

TEL
0
9
3
・
5
9
1
・
7
8
7
4

（
6
／
28
・
29
の
間
の
臨
時
電
話
で
す
。）

★
相
談
内
容
　

し
つ
け
、
児
童
虐
待
な
ど
の
子
育
て
の
不
安
等

★
問
い
合
わ
せ
先
　

福
岡
県
生
活
労
働
部
青
少
年
課
（
指
導
係
）

TEL
0
9
2
・
6
4
3
・
3
3
8
8

清
水
國
明
「
子
育
て
講
演
会
」

★
日
時
　
7
月
4
日
（
日
）

午
後
2
時
〜
4
時
（
託
児
有
・
要
予
約
）

★
演
題
　
「
い
い
親
や
め
よ
う
！
育
児
が
楽
し

く
な
る
13
の
提
案
」

★
ウ
ッ
ド
ク
ラ
フ
ト
教
室
（
中
央
公
民
館
横
駐

車
場
）

午
後
1
時
〜
4
時

★
場
所
　
苅
田
町
中
央
公
民
館

★
参
加
費
　
無
料
（
傷
害
保
険
別
途
必
要
）

★
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

青
い
鳥
保
育
園

TEL
0
9
3
・
4
3
6
・
0
9
5
3

※
詳
細
は
次
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　総合保健福祉センター 

 

パンジープラザ パンジープラザ 

TEL 093・436・5115

じん臓機能障害の認定基準（身体障害者手帳）
が改善されました

じん臓機能障害の等級は、従来の認定基準では血清ク
レアチニン濃度が8以上でないと１級になりませんでし
た。4月1日から、血清クレアチニン濃度が8未満であっ
ても、一定の条件を満たせば身体障害者手帳１級の認定
を受けられるように認定基準が改められています。
現在、身体障害者手帳が3級で次の要件に該当して病院
の担当医に下記事項を確認していただき、等級が変更す
るのであれば、手続きをお願いします。
満12歳以上でクレアチニン濃度が8未満で、
①内因性クレアチニンクレアランス値（尿による検査）
が10未満の人
②尿が出ないため内因性クレアチニンクレアランス値の
検査ができない場合は、次の値が10未満の人
・ 男性 {(140ー年齢)×体重(kg)}÷{72×血清クレアチ
ニン値(ml/dl)}
・ 女性 {(140－年齢)×体重(kg)}÷{72×血清クレアチ
ニン値(ml/dl)}×0.85
★問い合わせ先　パンジープラザ保健事務室

TEL093・436・5115

親と子どもの歯の健診

お子様と保護者の歯の健診です。
お子様の『歯』を一度チェックしてみましょう！
★日時　6月17日（木）受付午後1時30分～2時
★場所　苅田町総合保健福祉センター（パンジープラザ）
★内容　歯科健診とブラッシング指導・歯によいおやつ
の試食
★対象　保護者と0～3歳児頃までのお子様
★料金　無料
★問い合わせ先　健康福祉支援係（パンジープラザ内）

TEL093・436・5115

「互交会」定例会

苅田町のオストメイト（人工肛門を保有している仲間）
の会です。現在、毎月1回集まってお互いに日常生活上
の悩みや補装具に関する新しい情報などを語り合ってい
ます。気軽に一度覗いてみて下さい。
★日時　6月18日（木）午前10時～午後1時
★場所　パンジープラザ　保健団体室
★問い合わせ先
互交会会長　森本　TEL093・434・4008
パンジープラザ　TEL093・436・5115

か
ん
だ
女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

★
日
時
　
6
月
17
日
（
木
）、
24
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

★
相
談
内
容
　

女
性
に
対
す
る
暴
力
の
ほ
か
、
夫
婦
・

家
族
・
子
ど
も
・
対
人
関
係
な
ど
一
般
的

な
悩
み

★
相
談
先
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
福
岡
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
所

TEL
0
9
2
・
7
4
1
・
7
1
2
0

英彦山ＣＡＭＰＥＲ'Ｓビレッジ
参加者募集

★期間　7月21日～8月31日
★活動内容　キャンプファイヤー、レクリエーション、
野外調理、クラフト等
★必要経費　食事代（3食分）1630円
※テント、食器、鍋類は無料貸し出しします。宿泊料は
無料です。
★問い合わせ先　
福岡県立英彦山青年の家（研修課）
TEL0947・85・0101
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カレンダー 

 
伝言コーナー 

（6月15日～30日） 

15日（火)   ★社協心配ごと相談　

パンジープラザ（10：00～15：00）

★補聴器相談

パンジープラザ（15：00～15：30）

16日（水） ☆1歳6か月健診

パンジープラザ（13：30～14：00）

★年金相談

苅田商工会議所（10：00～15：00）

18日（金)   ★苅田町社協ふくし何でも相談会

エル苅田店内（リカーショップさくら横）

（10：00～13：00）

★京築地区福祉人材バンク職業紹介　　　　

パンジープラザ（10：00～12：00）

22日（火)   ★社協心配ごと相談　

パンジープラザ（10：00～15：00）

★行政相談

三原文化会館（13：30～16：00）

★補聴器相談

パンジープラザ（15：00～15：30）

23日（水） ☆3歳児健診

パンジープラザ（13：30～14：00）

24日（木)   ★福岡県巡回交通事故相談

行橋市役所（10：00～16：00）

25日（金） ★社協障害者生活支援相談

パンジープラザ（10：00～12：00）

29日（火） ★社協心配ごと相談　

パンジープラザ（10：00～15：00）
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第2回文化協会「文化まつり」
皆さまのご観覧をお待ちしています。
★日時　6月13日（日）午前10時30分～
★場所　小波瀬コミュニティセンター
★内容　展示、ステージ部門の発表
★問い合わせ先　文化協会（三原文化会館内・町民会議併
用）TEL093・434・9838

絵画クラブ生徒募集
楽しいひとときを味わえる空間を作りませんか。そして、

その楽しい空間で、一緒に描いてみませんか。基礎も学べ
ます。見学にいらしてください。
★日時　毎週火曜日（月4回）午前10時～午後3時
★場所　北公民館（TEL093・434・9000）
★講師　福谷英明先生（東京芸術大学絵画科油画専攻）
★問い合わせ先　角谷　TEL093・434・0912

講演会開催のお知らせ
★日時　6月26日（土）午後1時30分～
★場所　苅田町立図書館ＡＶホール
★講師　火野葦平旧居「河伯洞」玉井史太郎先生
★演題　「河伯洞余滴」（予定）
★参加費　無料
★主催　苅田町立図書館
★共催　かんだ郷土史研究会
★問い合わせ先　幸隆吉　TEL093・434・5824

図書館　TEL093・436・0946

社交ダンス生徒募集（一般、ジュニアクラス）
初心者の方、ご年配の方、初めからわかりやすくご指導

いたします。ジュニア生徒（小学低学年からＯＫ）も募集。
ジュニアのコンテストや競技を目指してみませんか。
★日時　毎週火・土曜日　
午後8時～9時30分（火・土夜の部）
正午～午後1時30分（土昼の部）
★場所　三原文化会館
※他の曜日、時間帯もあります。まずはご連絡ください、
見学も自由です。
★問い合わせ先　清光　TEL080・1722・7147

昭和40年苅田中学校卒業生同窓会のお知らせ
★日時　7月3日（土）午後6時～
★場所　ステーションホテル小倉
（小倉北区浅野１－１－１　TEL093・541・7111）
★連絡先　山路秀年　TEL0930・25・3334
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常盤恵理
え り

ちゃん（5月19日生）
父　雅貴さん　母　裕子さん
（京町）

わが家のアイドル恵理、お誕生
日おめでとう。お兄ちゃん、お
姉ちゃんにもまれながらたくま
しく育ってね。

松葉智也
ともや

くん（9日生）
父　正光さん　母　恵美さん
（下片島）

ともや、1才のお誕生日おめでとう！
今はお兄ちゃんに泣かされてばかり
だけどもう少し大きくなったら逆転
するかも・・・。兄弟仲良く元気に
育ってね！

亀田萌香
もえか

ちゃん（5月10日生）
父　国正さん　母　弘美さん
（下新津）

1才のお誕生日おめでとう。元
気いっぱいの萌ちゃん、これか
らもパパとママにたくさんの笑
顔を見せてネ�

高瀬嵐志
あらし

くん（7日生）
父　稔さん　母　香代さん
（稲光）

嵐ちゃん、お誕生日おめでとう。
お姉ちゃん、お兄ちゃんよりい
たずらっ子な嵐ちゃん。スクス
ク元気いっぱい大きくなって
ネ。パパ、ママより

鈴木健史
たけし

くん（3日生）
父　博之さん　母　幸恵さん
（下新津）

健史誕生日おめでとう。もう1歳に
なるんだね。いつもお父さんとお母
さんを困らせるぐらいに元気でいて
くれてありがとう。これからも健康
に育っていっぱい遊びに行こうね。

長田壮真
そうま

くん（8日生）
父　文敏さん　母　直子さん
（若久町）

壮真君お誕生日おめでとう♪小さく生ま
れて心配な時もあったけど毎日元気に成
長する姿を見せてくれてありがとう。壮
ちゃんはお父さんとお母さんの大切な宝
物です☆これからも家族仲よく楽しい思
い出をたくさん作ろうネ！

萩原壮太郎
そうたろう

くん（18日生）
父　強さん　母　留理子さん
（尾倉）

壮ちゃん、1歳のお誕生日おめで
とう。三輪車にのって、お散歩す
るのが大好きです。今は泣き虫で
甘えん坊ですがたくましい男の子
に成長し、ケン兄ちゃんといつま
でも兄弟仲良くと願っています。

樋口知夏
ちなつ

ちゃん（10日生）
母　珠美さん
（若久町）

いつも元気いっぱいの「ちいち
ゃん」です。これからも京華お
姉ちゃんと一緒に楽しい思い出
をたくさん作ろうね。

綾部翔太
しょうた

くん（22日生）
父　孝さん　母　幸子さん
（与原）

翔太お誕生日おめでとう。パパ
とママはいつも元気な翔太が大
好きだよ。もうお兄ちゃんにな
っちゃったけど萌絵と仲良くあ
そんでねえ。

永松姫菜
ひめな

ちゃん（17日生）
父　慎司さん　母　美紀さん
（尾倉）

姫菜、1歳のお誕生日おめでと
う！いつも元気なひなちゃんは
パパとママの宝物です。笑顔の
素敵な優しい子になってね。

渡辺修久
なおひさ

くん（19日生）
父　智洋さん　母　具枝さん
（与原）

修久、お誕生日おめでとう☆いつ
もニコニコ笑顔いっぱいの修久は
パパとママの大切な宝物です。こ
れからも元気いっぱい心も体も大
きな男の子に成長して下さい�

菊池陸斗
りくと

くん（17日生）
父　圭太さん　母　恵美さん
（与原）

陸斗、お誕生日おめでとう。こ
れからも、元気いっぱいの、強
く・たくましい男の子になって
ね�

大塚志音
しおん

ちゃん（13日生）
父　瑞輝さん　母　恵奈さん
（提）

志音お誕生日おめでとう�志音
の笑顔はみんなの元気の素だ
よ！これからも元気で明るく優
しい子に育ってネ�

田中勇佑
ゆ う

くん（3日生）
父　知親さん　母　紀美さん
（富久町）

勇佑くん、お誕生日おめでとう
�これからもニコ2笑顔の勇佑で
いて下さい。2人のお姉ちゃん
達とも、ずっと仲良しでいて
ね�

堀咲夢子
さ ゆ こ

ちゃん（10日生）
父　勇二さん　母　玲子さん
（集）

みんなのアイドルさゆこちゃ
ん。お誕生日おめでとう。これ
からもますますパワーアップし
て、いたずらぶりを発揮して
ね！！

安東昂士郎
こうしろう

くん（5日生）
父　稔晃さん　母　栄子さん
（与原）

昂士郎、お誕生日おめでとう。
いつもわんぱくなこうくん。詩
織姉ちゃんと仲良くね。

三宅里佳
り か

ちゃん（8日生）
父　広樹さん　母　知子さん
（若久町）

ニコニコ里佳ちゃん、お誕生日お
めでとう。みんな里佳の笑顔が大
好き�最高�これからも元気で優
しい女の子に育ってね。お兄ちゃ
んも応援してるよ。

銕尾達也
たつや

くん（16日生）
父　祐一さん　母　さゆりさん
（集）

達也ちゃん、おたんじょうびお
めでとう。姉ちゃんといっしょ
に遊んだり毎日いっぱいのえが
おをふりまくたっくんでいてく
ださい。

掲載希望者は、満１歳の誕生月の前月
末までに、情報政策室おしらせ係へ写真
を持参または郵送してください。

平成15年6月生まれ
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